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目的 膀胱移行上皮癌の亀頭部への表皮行性転移例の報告 
研究デザイン 症例報告 
セッティング Department of Pathology, Medical University of South Carolina 
対象者 64 歳男性の膀胱移行上皮癌患者 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 2 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 1 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露）  
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

64 歳男性の膀胱移行上皮癌患者が、根治的膀胱切除術後 22 ヶ月の

時点で亀頭部に表皮行性転移を生じた。病理学的および免疫組織学

的に乳房外パジェット病と区別できない所見を示し、alcian 
blue(+),d-PAS(+),CEA(+),PSA(-)であった。免染所見は原発の膀胱移

行上皮癌とも一致していた。 
 

結論 

膀胱移行上皮癌は亀頭部に表皮行性転移を生じうる。 
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エビデンスのレベル分類（ Ⅴ ） 
症例報告であるが、膀胱移行上皮癌が亀頭部に表皮行性転移を生じ

る可能性を免疫組織化学的に検討した最初の重要な報告である。 




